
国際関係学部　国際関係学科　国際コミュニケーションコース　カリキュラムマップ（2026年度以降入学者）

※◎：主要授業科目

国際関係学科共通科目/

国際関係コース科目/演習科目
国際コミュニケーションコース科目

国際関係コース科目/

演習科目
国際コミュニケーションコース科目

しまね地域共生学入門 日本文化論 ◎多文化共生論入門 ◎コミュニケーション学概論 【全ての国際関係コース科目】 日本語教育概論

日本の政治 人文地理学 国際文化論 ◎言語学概論 コーパス言語学

国際社会と政治 歴史学概論 地域研究方法論 英文法 対照言語学

グローバル時代の平和と安全 西洋近代史 平和学 音声学 英語学特別演習

グローバリゼーション論 文学 ボーダースタディーズ 英語音韻論 中国言語文化研究

経済学入門 心理学概論 国際社会学 社会言語学 韓国語学概論

現代企業論 地域文化入門 文化人類学 比較言語文化論 言語文化研究（ロシア語）

法学入門 経済数学の基礎 比較文化論 異文化コミュニケーション論 デジタルコミュニケーション論

社会学入門 自然地理学 憲法I 映像コミュニケーション論

ジェンダー論 環境科学 社会学 ローカル・ジャーナリズム論

哲学 島根県の水産業 地域資源論 英米文学リーディング

日本思想史入門 中国文化入門 SDGs概論 コミュニケーション研究法

【全ての国際関係コース科目】 対人コミュニケーション論

コンピュータ・リテラシー 教養ラボI ◎スタディ・スキルⅠ ◎国際コミュニケーション演習I

情報リテラシー 教養ラボII ◎スタディ・スキルⅡ ◎国際コミュニケーション演習Ⅱ

統計学I ◎国際コミュニケーション専門演習I

統計学II ◎国際コミュニケーション専門演習II

◎国際コミュニケーション専門演習III

◎国際コミュニケーション専門演習IV

◎卒業研究

異文化理解（アメリカ） 多文化交流 ◎英語コミュニケーションⅠ グローバルディスカッションⅠ

異文化理解（カナダ） キャリアプラニング ◎英語コミュニケーションII グローバルディスカッションⅡ

異文化理解（中国） キャリアプラクティス

異文化理解（韓国）

異文化理解（ロシア語圏）

英語I ロシア語I ◎エッセイライティングI 映像表現論

英語II ロシア語II エッセイライティングII ビジネス英語I

ビジネス英語入門I 海外ロシア語研修 英字新聞リーディング ビジネス英語II

ビジネス英語入門II 日本語I 英語アカデミックリーディング プレゼンテーション

海外英語研修 日本語II ◎中国語コミュニケーションI ディベート

中国語I 日本語III ◎中国語コミュニケーションII リサーチペーパー・ライティング

中国語II 日本語IV ◎中国語読解I 中国語音韻論

海外中国語研修 ◎中国語読解II 実践中国語 I

韓国語I ◎韓国語コミュニケーションI 実践中国語 II

韓国語II ◎韓国語コミュニケーションII 韓国語音声学

海外韓国語研修 ◎韓国語読解I 韓国のことばと社会

◎韓国語読解II 実践韓国語 I

◎ロシア語コミュニケーションI 実践韓国語 II

◎ロシア語コミュニケーションII 実践ロシア語 I

◎ロシア語読解I 実践ロシア語 II

◎ロシア語読解II

専門科目群専門基礎科目群

(4)【技能・技術】 （１）国際的なコミュニケーショ

ンに関する諸問題について、適切

な学術的方法や専門的視角に基づ

いて調査、分析、研究を行い、そ

の成果について、他者にわかりや

すく論理的に説明することができ

る。

（２）英語の４技能を流暢に駆使

し、英語でのコミュニケーション

を十分に取ることができるほか、

北東アジア言語を用いてコミュニ

ケーションを取る素養と多角的な

視野を身につけている。

ディプロマポリシー

⑴【知識・理解】 （１）英語および北東アジア言語

（中国語・韓国語・ロシア語）の

構造を理解し、それらの言語が使

用されている国や文化に対する深

い理解がある。

（２）国際的なコミュニケーショ

ンに関する諸問題について、言語

学およびコミュニケーション学の

観点から的確に把握することがで

きる。

⑵【思考・判断】 国際的なコミュニケーションに関

する諸問題について、複眼的な視

点から問題を分析し、知識を体系

的に整理して、解決策を構想する

ことができる。

⑶【態度・実践】 異質な意見を持つ多彩な他者と共

通理解を形成することを望み、目

標を達成するために積極的にコ

ミュニケーションを深めることが

できる。

基礎教養科目群


